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第２四半期決算概要第２四半期決算概要
（２０１０年３月期）（２０１０年３月期）
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事業環境事業環境

20102010年３年３月期第２四半期の月期第２四半期の事業環境事業環境

　　　　平成平成2211年年４４月から月から９９月月までの月別売上高までの月別売上高はは、、前年前年同月比同月比でで５５月月を除き減少を除き減少になっておりになっており、、

ITIT需要は需要は全体的に低迷全体的に低迷している。している。

　　　　　　　　　　　　　　情報情報サービス業売上高前年同月比推移サービス業売上高前年同月比推移（経済産業省：特定サービス産業動態統計）（経済産業省：特定サービス産業動態統計）

　　　　

　　　　　　　　

　　　　

　　　　

　　　　 顧客からのより一層の価格引下げ要請、競争入札案件の増加、需要の減少による同業者顧客からのより一層の価格引下げ要請、競争入札案件の増加、需要の減少による同業者

間の競争の激化など、厳しい外部環境が続く見込み。間の競争の激化など、厳しい外部環境が続く見込み。
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20102010年３月期第２年３月期第２四半期（上期）総括四半期（上期）総括

総括１

前年同期比で増収となり黒字転換した

　ほぼ計画どおりに商談を確保し、経費削減にも取組んだ成果である。

総括１総括１

前年同期比で増収となり黒字転換した前年同期比で増収となり黒字転換した

　ほぼ計画どおりに商談を確保し、経費削減にも取組んだ成果である。　ほぼ計画どおりに商談を確保し、経費削減にも取組んだ成果である。

総括２

受注高は、前年同期比で９２.３％、計画達成率は９８.３％であった

　顧客の開発計画の延期や縮小、競争入札の増加など、投資に対する姿勢が慎重になっている。

総括２総括２

受注高は、前年同期比で９２受注高は、前年同期比で９２..３％、計画達成率は９８３％、計画達成率は９８..３％であった３％であった

　顧客の開発計画の延期や縮小、競争入札の増加など、投資に対する姿勢が慎重になっている、投資に対する姿勢が慎重になっている。。

総括３

顧客からの価格引下げ要請が一層強まり厳しい環境だが、商談状況は悪くない

　厳しい外部環境で競争は激化しているが、商談獲得のチャンスは減少していない。

　これからの成長分野である環境エネルギー分野への参入ができた。

総括３総括３

顧客からの価格引下げ要請が一層強まり厳しい環境だが、商談状況は悪くない顧客からの価格引下げ要請が一層強まり厳しい環境だが、商談状況は悪くない

　　厳しい外部環境で競争は激化しているが、商談獲得のチャンスは減少していない。厳しい外部環境で競争は激化しているが、商談獲得のチャンスは減少していない。

　これからの成長分野である環境エネルギー分野への参入ができた。　これからの成長分野である環境エネルギー分野への参入ができた。

前年同期比で増収となり黒字転換
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９４．８９４．８

９４．７９４．７

１０６．５１０６．５

９４．５９４．５

９５．６９５．６

９９．６９９．６

９８．５９８．５

計画達成率計画達成率

（％）（％）

４０４０

７０７０

（５．２％）（５．２％）

３０３０

（２．２％）（２．２％）

３２０３２０

３５０３５０

１，０００１，０００

１，３５０１，３５０

期初予想期初予想

（百万円）（百万円）

３７３７

６６６６
（（５．０％）５．０％）

３１３１
（（２．４％）２．４％）

３０２３０２

３３４３３４

９９５９９５

１，３３０１，３３０

２０１０年２０１０年３月期３月期
（（百万円）百万円）

　　 －－▲１３▲１３四半期純利益四半期純利益

－－▲１４▲１４経常利益経常利益

（経常利益率）（経常利益率）

－－▲５２▲５２営業利益営業利益

（営業利益率）（営業利益率）

９０．９９０．９３３３３３３販売管理費販売管理費

１１９．３１１９．３２８０２８０売上総利益売上総利益

１２４．２１２４．２８０１８０１売上原価売上原価

１２２．９１２２．９１，０８２１，０８２売上高売上高

前年前年同期比同期比
（（％）％）

２００９年２００９年３月期３月期

（（百万円）百万円）

売上原価売上原価　　　　　　 労務費（７８５百万円、前期比２０％増）の増加、外注費労務費（７８５百万円、前期比２０％増）の増加、外注費（（８３百万円８３百万円、前期比、前期比４２％増）４２％増）の増加の増加　　

販売管理費販売管理費　　　　手数料などの経費削減、研究手数料などの経費削減、研究開発費（開発費（３５百万円３５百万円、前期比、前期比２２％減）２２％減）のの減少減少　　

営業外損益営業外損益　　　　受託研究の補助金収入は、２７百万円（前期比９％増）受託研究の補助金収入は、２７百万円（前期比９％増）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第２四半期損益計算書第２四半期損益計算書
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売上高 営業利益 営業利益率

売上高 600,437 734,575 775,607 720,486 664,991 635,932 532,347 641,029 439,266 643,008 768,396 816,170 638,627 691,517

営業利益 13,621 97,006 129,887 126,910 67,856 66,046 -56,733 -5,370 -138,54 85,954 88,246 55,205 -10,826 42,781

営業利益率 2.3% 13.2% 16.7% 17.6% 10.2% 10.4% -10.7% -0.8% -31.5% 13.4% 11.5% 6.8% -1.70% 6.20%
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四半期業績推移（ＰＬ）四半期業績推移（ＰＬ）

単位：千円

第１四半期は、計画どおりに進捗し赤字ではあったが、前年同期を上回った。

第２四半期は、売上高は計画は下回ったが、前年同期を上回った。

上期としては、増収となり、黒字転換した。
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受注残高 580,231 726,279 650,630 530,568 536,536 421,868 403,716 251,046 647,455 830,358 503,593 462,194 501,252 665,155

売上高 600,437 734,575 775,607 720,486 664,991 635,932 532,347 641,029 439,266 643,008 768,396 816,170 638,627 691,517

受注高 766,968 880,822 699,958 600,224 670,959 521,264 514,194 488,359 835,675 825,912 441,631 774,771 677,685 855,419
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四半期業績推移（受注）四半期業績推移（受注）

単位：千円

第１四半期は、顧客の開発計画の延期や規模の縮小があり、受注高は前年同期を下回った。

第２四半期は、顧客の開発計画が動きだし、受注高は前年同期を上回った。

上期としては、受注高及び受注残高は、ほぼ計画どおりとなった。
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モバイルネットワーク ネットワーク管理の技術アプリケーション案件が増加 　　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

ワイヤレス　　　　　　　 携帯情報端末を含め新技術案件が増加　 　　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

インターネット　　　　　 不況の影響を受け大型技術アプリケーションが減少　　 　　⇒ 　売上高は減少、利益面も減少

社会基盤システム　 防衛や環境エネルギー分野の技術アプリケーションが増加　⇒ 　売上高は増加、利益面も増加

宇宙先端システム　　　 ほぼ計画どおり 　　 　　⇒ 　売上高は増加、利益面は減少

ソリューション　　　　　　　　　 売上高計上は下期　 　　　　　　 　 　　⇒ 　売上高は減少

第２四半期ＢＦ別の状況第２四半期ＢＦ別の状況

オープンプラットフォームの開発案件の増加でワイヤレスオープンプラットフォームの開発案件の増加でワイヤレスBFBFがが拡大拡大

計画達成率計画達成率
（％）（％）

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

１，３３０１，３３０

２３２３

１４５１４５

２３５２３５

２４４２４４

５６０５６０

１２１１２１

２０１０年３月期２０１０年３月期

（第２四半期）（第２四半期）

１００．０１００．０

１．８１．８

１０．９１０．９

１７．７１７．７

１８．４１８．４

４２．１４２．１

９．１９．１

９８．４９８．４

４１，４４１，４

１００．４１００．４

１２２．２１２２．２

７８．１７８．１

１１１．９１１１．９

８３．９８３．９

１２２．９１２２．９

４９．４４９．４

１０２．３１０２．３

１３１．３１３１．３

７９．９７９．９

１７６．８１７６．８

１３３．３１３３．３

前年前年

同期比同期比

（％）（％）

１００．０１００．０１，０８２１，０８２合計合計

　４．３　４．３　　４６　　４６ソリューションソリューション

１３．１１３．１１４１１４１宇宙先端システム宇宙先端システム

　１６．６　１６．６１７９１７９社会基盤システム社会基盤システム

２８．３２８．３３０６３０６インターネットインターネット

２９．３２９．３３１７３１７ワイヤレスワイヤレス

８．４８．４

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

９０９０モバイルネットワークモバイルネットワーク

２００９２００９年３月期年３月期

（第２四半期）（第２四半期）
ビジネスフィールドビジネスフィールド
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第２四半期技術サービス別の状況第２四半期技術サービス別の状況

エンベデッドソフトウェアの構成比率が、エンベデッドソフトウェアの構成比率が、ワイヤレスＢＦが増加したことにより高まり、エンベデッドソフトウェアワイヤレスＢＦが増加したことにより高まり、エンベデッドソフトウェアと技と技
術アプリケーションがほぼ術アプリケーションがほぼ同率となった。同率となった。

ユビキタス社会は、我々の身の回りの全てのものがネットワークに接続されている社会であり、情報端末を使っユビキタス社会は、我々の身の回りの全てのものがネットワークに接続されている社会であり、情報端末を使っ
たこれからのクラウドコンピューティングを実現する上では、エンベデッドと技術アプリの両技術を保有しているこたこれからのクラウドコンピューティングを実現する上では、エンベデッドと技術アプリの両技術を保有しているこ
とが強みとなる。とが強みとなる。

エンベデッド（エンベデッド（端末）端末）と技術アプリ（と技術アプリ（サーバ）サーバ）の両技術の両技術の保有が強みの保有が強み

構成比構成比
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

１９７１９７

１，３３０１，３３０

２３２３

５６５５６５

９５９５

６４６６４６

２０１０年３月期２０１０年３月期

１４．８１４．８

１００．０１００．０

１．７１．７

４２．５４２．５

７．２７．２

４８．６４８．６

４９．４４９．４４．３４．３　４６　４６ソリューションソリューション

１４９．８１４９．８３９．９３９．９４３１４３１エンベデッドソフトウェアエンベデッドソフトウェア

９１．７９１．７

１２２．９１２２．９

１１０．４１１０．４

１０４．０１０４．０

前年前年
同期比同期比
（％）（％）

　１９．９　１９．９　２１４　２１４コアテクノロジー合計コアテクノロジー合計
（エンベデッドと技術アプリも含む）（エンベデッドと技術アプリも含む）

１００．０１００．０１，０８２１，０８２合計合計

４７．３４７．３　５１２　５１２技術アプリケーション技術アプリケーション

８．５８．５　　 ９１９１コアテクノロジコアテクノロジーーサービスサービス

構成比構成比

（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

２００９２００９年３月期年３月期

技術サービス技術サービス
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第２四半期末の受注状況第２四半期末の受注状況

受注高は、受注高は、前年同期に比較し１２８百万円減少したが、ほぼ計画どおりであった。前年同期に比較し１２８百万円減少したが、ほぼ計画どおりであった。

受注受注残高は、残高は、前年同四半期末前年同四半期末に比較しに比較し１６５百万円減少したが、ほぼ計画どおりであった。１６５百万円減少したが、ほぼ計画どおりであった。

不況の影響もあり、顧客の開発計画が変動し、受注タイミングがずれたり、案件の小型化や工程ごと不況の影響もあり、顧客の開発計画が変動し、受注タイミングがずれたり、案件の小型化や工程ごと

の分割発注など、受注残高が積みあがらない傾向が強くなっている。の分割発注など、受注残高が積みあがらない傾向が強くなっている。

受注受注残高は、ほぼ計画どおりで、下期がスタート残高は、ほぼ計画どおりで、下期がスタート

９８．３９８．３

１２８．２１２８．２

１１６．５１１６．５

１６２．１１６２．１

７３．１７３．１

８７．８８７．８

７６．４７６．４

計画達成率計画達成率

（％）（％）

９９．３９９．３

１２２２．５１２２２．５

１６４．０１６４．０

１６８．７１６８．７

７６．４７６．４

４９．６４９．６

８３．７８３．７

計画達成率計画達成率

（％）（％）
受注残高受注残高
（百万円）（百万円）

受注高受注高
（百万円）（百万円）

１，５３３１，５３３

　　７１　　７１

１９５１９５

３６２３６２

２６５２６５

５１０５１０

１２８１２８

２０１０年３月期２０１０年３月期

６６５６６５

５２５２

６９６９

２３５２３５

９４９４

１２８１２８

８３８３

８０．１８０．１

１７７．４１７７．４

８８．５８８．５

２２０．４２２０．４

６１．３６１．３

３２．６３２．６

１２６．０１２６．０

受注残高受注残高

前年同期比前年同期比
（％）（％）

８３０８３０１１,,６６１６６１合計合計

　２９　２９　　６０　　６０ソリューションソリューション

７８７８１８７１８７宇宙先端システム宇宙先端システム

　１０７　１０７２５７２５７社会基盤システム社会基盤システム

１５４１５４３６２３６２インターネットインターネット

３９４３９４６８３６８３ワイヤレスワイヤレス

６６６６

受注残高受注残高
（百万円）（百万円）

受注高受注高
（百万円）（百万円）

１０９１０９モバイルネットワークモバイルネットワーク

２００９２００９年３月期年３月期

ビジネスフィールドビジネスフィールド



1515
Copyright © 2009 Systems Engineering Consultants CO.,LTD. All rights reserved.

第２四半期末貸借対照表第２四半期末貸借対照表

　　

３３．９％３３．９％

７０６．０％７０６．０％

８６．１％８６．１％

３，９９４３，９９４

３，４３７３，４３７

１５５１５５

４００４００

１，１６６１，１６６

２，８２７２，８２７

２００９年９月末日２００９年９月末日

▲３．１％▲３．１％３７．０％３７．０％固定比率固定比率

１５２．７％１５２．７％５５３．３％５５３．３％流動比率流動比率

２．３％２．３％８３．８％８３．８％自己資本比率自己資本比率

▲１０９▲１０９４，１０３４，１０３総資産総資産

▲１▲１３，４３８３，４３８純資産純資産

２２　１５３　１５３固定固定負債負債

▲１１１▲１１１５１１５１１流動流動負債負債

▲１０６▲１０６１，２７２１，２７２固定固定資産資産

▲４▲４２，８３１２，８３１流動流動資産資産

増減増減２００９年３月末日２００９年３月末日

単位単位::百万円百万円

固定資産固定資産　　主に　　主に長期預金の早期償還による減少長期預金の早期償還による減少

流動負債流動負債　　主に未払法人税　　主に未払法人税等と買掛金の減少等と買掛金の減少
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単位単位::百万円百万円

営業キャッシュ営業キャッシュ･･フローフロー　　主に　　主に税引前四半期純利益の増加、売上税引前四半期純利益の増加、売上債権の債権の減少などに減少などによる収入増よる収入増

投資キャッシュ投資キャッシュ･･フローフロー　　主に　　主に長期預金の早期償還による収入増長期預金の早期償還による収入増

財務キャッシュ財務キャッシュ･･フローフロー　　主に配当金の　　主に配当金の支払いに支払いによるよる支出支出

第２四半期キャッシュ第２四半期キャッシュ･フロー計算書･フロー計算書

２，２０７２，２０７

６００６００

１，６０７１，６０７

▲９２▲９２

▲５１▲５１

▲７４▲７４

３３３３

２００９年３月期２００９年３月期

（第２四半期）（第２四半期）

１９９１９９２，４０６２，４０６参考）現預金＋長期性預金参考）現預金＋長期性預金

▲１００▲１００５００５００参考）長期性預金参考）長期性預金

２９９２９９１，９０６１，９０６現金及び同等物期末残高現金及び同等物期末残高

３８２３８２２８９２８９現金及び同等物の増減額現金及び同等物の増減額

▲０▲０▲５１▲５１財務活動によるキャッシュ･フロー財務活動によるキャッシュ･フロー

１５０１５０７６７６投資活動によるキャッシュ･フロー投資活動によるキャッシュ･フロー

２３４２３４２６７２６７営業活動によるキャッシュ･フロー営業活動によるキャッシュ･フロー

増減増減２０１０年３月期２０１０年３月期

（第２四半期）（第２四半期）
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通期業績見通し通期業績見通し

（２０１０年３月期）（２０１０年３月期）
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20102010年３月期業績見通し年３月期業績見通し

１１０１１０

１８０１８０

１００１００
（３．５％）（３．５％）

６１０６１０

７１０７１０

２，１１０２，１１０

２，８２０２，８２０

２０１０年３月期２０１０年３月期
見通し見通し

１０２．７１０２．７　　　１０７　　　１０７当期純利益当期純利益

９８．４９８．４１８２１８２経常利益経常利益

１１０．１１１０．１
（０．１ポイント増）（０．１ポイント増）

９０９０
（３．４％）（３．４％）

営業利益営業利益

　　　（営業利益率）　（営業利益率）

１０２．２１０２．２５９６５９６販売管理費販売管理費

１０３．３１０３．３６８７６８７売上総利益売上総利益

１０６．６１０６．６１，９７９１，９７９売上原価売上原価

１０５．７１０５．７２，６６６２，６６６売上高売上高

前期比前期比
（％）（％）

２００９年３月期２００９年３月期
実績実績

単位単位::百万円百万円

業績見通し達成のポイント業績見通し達成のポイント

①　新技術でリスクは高いが顧客の予算が少ない、ハイリスク・ローリターンの商談が多くなって①　新技術でリスクは高いが顧客の予算が少ない、ハイリスク・ローリターンの商談が多くなって

　　　　 きており、この傾向は続く。きており、この傾向は続く。

　　　　 商談獲得チャンスは減少していない。技術力を背景とした提案力で商談を獲得する。商談獲得チャンスは減少していない。技術力を背景とした提案力で商談を獲得する。

②　ハイリスク・ローリターンの商談は、プロジェクト管理を強化し、利益を確保する。②　ハイリスク・ローリターンの商談は、プロジェクト管理を強化し、利益を確保する。

競争激化はチャンス、技術力を活かして商談を獲得競争激化はチャンス、技術力を活かして商談を獲得
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通期業績の推移通期業績の推移
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20102010年３月期重点年３月期重点テーマテーマ

不況はこれからが本番／不況はこれからが本番／入るを入るを量り量りてて出ず出ずるをるを制す制す

研究開発と製品開発は、計画どおりに進捗している。研究開発と製品開発は、計画どおりに進捗している。

下期も基本方針を継続する。下期も基本方針を継続する。

徹底したプロジェクト管理で不採算案件の防止に努力徹底したプロジェクト管理で不採算案件の防止に努力

している。している。

下期も継続して、徹底したプロジェクト管理で利益を確下期も継続して、徹底したプロジェクト管理で利益を確

保する。保する。

外部環境は厳しいが、当社の事業環境では、商談獲得外部環境は厳しいが、当社の事業環境では、商談獲得

のチャンスは減少していない。のチャンスは減少していない。

下期も既存顧客には、より高いお客様満足を得てリピー下期も既存顧客には、より高いお客様満足を得てリピー

ト商談に繋げ、ト商談に繋げ、ニューエレメントと技術力ニューエレメントと技術力を背景にしたを背景にした

提案力で新規顧客を開拓し商談を獲得する。提案力で新規顧客を開拓し商談を獲得する。

具体的には、具体的には、よりエンドユーザへのアプローチ、取引先よりエンドユーザへのアプローチ、取引先

と一体となった提案活動、品質強化による生産性向上と一体となった提案活動、品質強化による生産性向上

を推進する。を推進する。

第３四半期以降の方針第３四半期以降の方針期初方針期初方針

方向性／短期業績の確保と成長投資のバランスの確方向性／短期業績の確保と成長投資のバランスの確
保：保：資源を集中資源を集中

■研究開発は、■研究開発は、NEDONEDOからの受託研究に絞りビジネス化からの受託研究に絞りビジネス化
にむけて資源を集中する。製品開発は、回収ににむけて資源を集中する。製品開発は、回収に全力全力を注を注
ぎ新規投資は採算を重視して選択する。ぎ新規投資は採算を重視して選択する。

内部対応／内部対応／入るを入るを量り量りてて出ず出ずるをるを制す：制す：利益を控除利益を控除
した費用削減した費用削減

■不況時は「入り」に全力を注ぐが、受注価格が想定■不況時は「入り」に全力を注ぐが、受注価格が想定どど
おりにおりに増加しない。従って利益を確保するには、増加しない。従って利益を確保するには、売上高売上高
から費用を逆算して、費用をその範囲にから費用を逆算して、費用をその範囲に抑える。抑える。

外部対応／ｿﾌﾄ業は半年遅れで不況の影響が出、回復外部対応／ｿﾌﾄ業は半年遅れで不況の影響が出、回復
は半年遅れる：は半年遅れる：活発な商談活動の継続活発な商談活動の継続

■企画営業部を中心に活発な提案を主体にした営業活■企画営業部を中心に活発な提案を主体にした営業活

動を継続、当面は商談の確保を優先する。獲得した動を継続、当面は商談の確保を優先する。獲得した商談商談

は、改めてＱＣＤ＆Ｉによるお客様満足度を向上させる。は、改めてＱＣＤ＆Ｉによるお客様満足度を向上させる。
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20102010年３月期ＢＦ別業績見通し年３月期ＢＦ別業績見通し

↑↑

→→

↑↑

↓↓

↑↑

↑↑

予
想

上期は売上が下期にずれ込んだ。

下期は受注残高が売上高に計上される。

ほぼ予想どおりの展開で前期を若干上回る。

下期も予想どおりの見通し。

予想を上回り、前期も上回る。

防衛分野に加えて環境エネルギー分野の商談を獲得し、

下期も増加が期待できる。

不況の影響もあり、予想を下回った。

大型の技術アプリケーションが減少し、この傾向は年度
いっぱい続く。

上期はオープンプラットフォームのスマートフォンや携帯

電話開発などで予想を上回った。下期も、Windows 

MobileやAndroidなどスマートフォンの開発が継続す

る見通し。

予想は下回ったが、前期は上回った。

不況により大手通信事業者の投資が慎重になり、予想よ
り増加しない。

第２四半期状況判断

↑↑

→→

→→

→→

↑↑

↑↑
↑↑

予予
想想

位置情報サービス技術、地上デジタル放位置情報サービス技術、地上デジタル放

送技術を中心に販売を強化し、拡大送技術を中心に販売を強化し、拡大
ソリューションソリューション

衛星搭載エンベデッドを中心に通期で、ほ衛星搭載エンベデッドを中心に通期で、ほ

ぼ横ばいぼ横ばい

宇宙先端シス宇宙先端シス

テムテム

防衛や交通など社会インフラ系の技術ア防衛や交通など社会インフラ系の技術ア

プリケーションが継続、ほぼ横ばいプリケーションが継続、ほぼ横ばい

社会基盤シス社会基盤シス
テムテム

民間企業が多いため、景気の影響を考慮民間企業が多いため、景気の影響を考慮

し、ほぼ横ばい　し、ほぼ横ばい　
インターネットインターネット

携帯電話、携帯情報端末など新プラット携帯電話、携帯情報端末など新プラット
フォームの開発を加え、拡大フォームの開発を加え、拡大

ワイヤレスワイヤレス

新しいサービスやホームゲートウェイの技新しいサービスやホームゲートウェイの技

術アプリケーションを加え、拡大術アプリケーションを加え、拡大

モバイルネットモバイルネット

ワークワーク

期初の方針期初の方針
ビジネスビジネス

フィールドフィールド

環境エネルギー分野とオープンプラットフォームに環境エネルギー分野とオープンプラットフォームに期待期待
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BFBF別売上高比率の推移見通し別売上高比率の推移見通し
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配当の方針配当の方針

 配当の方針配当の方針

 原則原則として安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案してとして安定的に配当する部分と所定の配当性向とを勘案して毎期毎期

決定決定する。配当性向は、当面３０％を目指す。する。配当性向は、当面３０％を目指す。

 今期（２０１０年３月期）は、安定的に配当する部分の１株当たり２０円を今期（２０１０年３月期）は、安定的に配当する部分の１株当たり２０円を

３０円３０円に増配するに増配する。。

 株価対策株価対策

 当社をより多くの投資家に知ってもらうこと、また投資家からの評価を分当社をより多くの投資家に知ってもらうこと、また投資家からの評価を分

析することを目的に、ＩＲマガジンの「トップが語る！我が社の未来」を掲析することを目的に、ＩＲマガジンの「トップが語る！我が社の未来」を掲

載した。（本日の配布資料）載した。（本日の配布資料）

　　　　http://www.http://www.netnet--irir..nene..jpjp//ir_magazineir_magazine/inspection/vol087_3741.html/inspection/vol087_3741.html
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リアルタイムソリューションとリアルタイムソリューションと

ロボット研究開発の取組み状況ロボット研究開発の取組み状況
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リアルタイムソリューションとロボット研究開発の取組み状況リアルタイムソリューションとロボット研究開発の取組み状況

 リアルタイムソリューションリアルタイムソリューション

 位置情報サービス　

 地上デジタル放送技術

 ベクトル描画技術

 超高速インメモリデータベース

 ロボットソフトウェア共通化技術ロボットソフトウェア共通化技術

３９年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネス３９年の実績のあるリアルタイムソフトウェアビジネスと、と、リアルタイムソリューションビジネスをリアルタイムソリューションビジネスを
両輪両輪にビジネスにビジネスを拡大する。を拡大する。

リアルタイムソリューションビジネスは、リアルタイムソリューションビジネスは、コアテクノロジーコアテクノロジーを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルにを製品化し、それを核とした様々なビジネスモデルに

チャレンジし、業績を向上させる。　　チャレンジし、業績を向上させる。　　⇒　ストック型のビジネス⇒　ストック型のビジネス

リアルタイムソフトウェアビジネスは、リアルタイムソフトウェアビジネスは、コアテクノロジーコアテクノロジーを核とする主体的なビジネスで高付加価値化を目指し、を核とする主体的なビジネスで高付加価値化を目指し、

業績のベースを確保する。　　業績のベースを確保する。　　⇒　フロー型のビジネス⇒　フロー型のビジネス

コアテクノロジーコアテクノロジー
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位置情報サービス技術位置情報サービス技術

■ air air LookLook　位置情報サービスを実現するプラットフォーム製品位置情報サービスを実現するプラットフォーム製品
　　　ＬＢＳ（位置情報サービス）＝ＧＩＳ（地理情報システム）＋ＧＰＳ（全地球測位システム）
　　　特徴：オープン素材を活用、既存のＧＩＳと連携可能、通信コストを抑え小さなセンタシステム
　　　　　　クライアントが携帯電話の場合、DoCoMo、au、SoftBankの全てのキャリアに対応
　　　　

■ air air Look  Look  採用実績　安全、安心分野などに適用安全、安心分野などに適用
–　運送動態管理システム運送動態管理システム（運送会社） 　　 - 事故緊急通報システム（保険会社）

–　車両位置管理システム（ロードサービス会社） 　- 車運行伝達システム（鉄道会社）

–　防災システム防災システム（自治体）　　　　　　　　　　　 - フリーライドバスフリーライドバス（バス会社）

––　　バスロケーションシステムバスロケーションシステム（自治体） 　　　　　- 警備員ナビシステム（警備会社）

–　マラソンランナー位置管理システム（テレビ局） - 安否確認システム（大手企業向け）

　　

■ air air LookLook ビジネスビジネス　（売上高（売上高約２百万円約２百万円、製品適用開発約、製品適用開発約７１百万円７１百万円））
　　　-- 製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）　製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）　

　　 製品ライセンス＋システム開発

　　　- アライアンスの推進アライアンスの推進
　　 　　商談開拓は「独自の営業」とKDDI、大手ディーラーなどの他社との連携で推進中

　　　-- 製品を適用した位置情報サービスの提供製品を適用した位置情報サービスの提供

自動車教習所向け送迎バスロケーションシステム

■ air air LookLook　　今後の方針今後の方針
-　ＳａａＳ化による新たなビジネスを推進
-　緊急通報システム、物流管理システム、設備監視システムパッケージなどラインナップの強化
-　スマートフォン対応の検討を開始
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地上デジタル放送技術地上デジタル放送技術
■ airairCubeCube　　地上デジタルテレビ及びラジオ放送と通信を連携する技術地上デジタルテレビ及びラジオ放送と通信を連携する技術
　　 - Ａプロファイル、Ｃプロファイル、Ｐ２プロファイル、ハイブリッド対応のBMLブラウザ

　　- デコーダ（DMUX,PSI/SI,DSM-CC等）

　　- DTVcore（デジタル放送向け視聴関連制御＜DTV Tuner制御、AV制御、字幕制御、デコーダ制御＞ミドルウェア）

■ airairCubeCube　　採用実績採用実績

- 地上デジタルラジオ放送対応業務用標準機地上デジタルラジオ放送対応業務用標準機

TBSラジオ&SKネットが共同開発した業務用標準受信機、PCカード

- 地上デジタル地上デジタルTVTV受信機（実績）受信機（実績）WindowsWindows系に強み系に強み

バッファロー製「ちょいテレ」（高感度、デジタルラジオ対応版等4製品）、 SKネット製「MonsterTV」（デジタ

　ルラジオ対応版等2製品）、デスクトップパソコン向けハイビジョン放送チューナー

　　 - 携帯電話携帯電話

国内携帯電話

　　 - 地上デジタル放送試験装置地上デジタル放送試験装置

地上デジタル放送用TS記録・再生装置、地上デジタル放送フルセグ同録装置

■ airairCubeCube　　ビジネスビジネス（（売上高約１６百万円）売上高約１６百万円）

　　 - ライセンス＆ロイヤリティ、カスタマイズ　ビジネス
- コンサルティングビジネス、試験ツールビジネス

　 - 上記を包含した地上デジタルテレビ／ラジオアプリケーションの受託開発

■ airairCubeCube　　今後の方針今後の方針

- IPTV対応など適用範囲の拡大を目指す
　 - ２０１１年アナログ停波に向けて、搭載機器の拡大を目指す
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ベクトル描画技術ベクトル描画技術
■ airair SmartGSmartG　　SVG（Scalable Vector Graphics）データを忠実にレンダリングする技術

　　ＫＤＤＩとライセンス契約を締結、ＳＶＧ製品ファミリーとして販売

■ airair SmartGSmartG 　実績　　

－－ ストリートボードストリートボード

　　東京電力：デジタル地図案内板に採用

－－ 地図ビューア地図ビューア

　　 KDDIとEZガイドマップで協業、地図ビューアを提供、「もってく海外」提供
　

－－ SVG Map ToolkitSVG Map Toolkit

　　 SVG Map Toolkitの有償、無償提供のビジネスモデルを検討中

■ airair SmartG SmartG 　ビジネスビジネス　（売上高約（売上高約３百万円３百万円、ベクトル描画技術関連約、ベクトル描画技術関連約１百万円１百万円））

–– レベニューシェアモデルレベニューシェアモデル

製品を活かした仕組みを提供し他社と連携して推進

–– カスタマイズ、コンサルティングビジネスカスタマイズ、コンサルティングビジネス

ＳＶＧ技術を活かしたアプリケーションの受託開発、コンテンツ製作及び各種コンテンツ変換サービスなど

–– ライセンス＆ロイヤリティビジネスライセンス＆ロイヤリティビジネス

開発ライセンス（SDK： Software Development Kit）の販売

 airair SmartGSmartG 　今後の方針　　

ＳＶＧMapコンソーシアムを通して、まずはＳＶＧ普及に努める／W３CにてJIS化に向けて支援
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超高速インメモリ超高速インメモリXMLXMLデータベースデータベース

■ KKareareaarearea
　世界最高速レベルのXML検索性能を発揮するだけでなく、初めてXMLによる高速多次元集計を実現 したインメ　
　 モリXMLデータベース製品
　特徴：数百万ノードからの検索、ソート、集計がミリ秒オーダー、チューニング不要、インデックス不要
　　　　

■ KKareareaarearea　採用実績　採用実績　大量の大量のXMLXMLデータを高速に処理するツールとして採用データを高速に処理するツールとして採用

–　番組利用率集計システム（放送局）

–　特許情報統計システム（情報サービスプロバイダ）

–　電子番組表システム（放送局）

–　世論調査アンケート集計システム（放送局）

–　官公庁向け変更・構成管理システム（官公庁）

–　製造業向け設計支援システム（製造業）

–　製品原価計算システム（製造業）

–　商品企画データベースシステム（通信事業者）

– 衛星観測データベースシステム、テレメトリデータ分析システム（官公庁）
　　

■ KKareareaarearea　　ビジネス　ビジネス　（売上高（売上高約１百万円約１百万円、製品適用開発約２０百万円）、製品適用開発約２０百万円）

　　　-- 製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）　製品適用技術アプリケーションの開発（ライセンス＋カスタマイズ）　

　　 製品ライセンス＋システム開発

　　 -- アライアンスの推進アライアンスの推進
　　 　　商談開拓は「独自の営業」と販売代理店を開拓中

■ KKareareaarearea　　今後の方針今後の方針

　　　　　　既存顧客を中心に地道に展開する。
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ロボット研究開発の取組みロボット研究開発の取組み

ユビキタス社会の究極の端末はロボットユビキタス社会の究極の端末はロボット
 研究開発内容研究開発内容

 当社は、2003年から取り組んできた唯一のソフトウェアベンダーであり、先行優位で他社差
別化を図り、RTC(Robot Technology Component)をコアテクノロジー として、ロボット関連技
術のビジネス化を目指す。RTCは、2008年4月にOMG(Object Management Group)で国際標
準仕様として公開された。

 研究開発実績研究開発実績
 NEDOからの「次世代ロボット知能化技術開発プロジェクト」など受託研究２件
 NEDOからの「基盤ロボット技術活用型オープンイノベーション促進プロジェクト」の受託研究
 ロボット関連メーカー、大学、国の研究機関からの受託開発
 初のRTミドルウェア技術に関する入門書の出版
 NEDO刊行物に当社の紹介記事が掲載
 Think ITに記事投稿
 国際ロボット展出展予定

 ロボットのビジネス規模ロボットのビジネス規模
　　　　　　 受託研究補助金約受託研究補助金約２８百万円２８百万円、売上高約１０百万円、売上高約１０百万円

 今後の方針今後の方針
 RTミドルウェアを活用した実用ロボットシステムの受託開発
 NEDOからの受託研究ロボットプロジェクトの推進とビジネス化

 RTミドルウェアの普及活動
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この資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をごこの資料の目的は、当社へのご理解を深めていただくためのＩＲ情報をご
提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資提供することにあり、投資の勧誘を目的としたものではありません。投資
につきましては、ご自身でご判断願います。につきましては、ご自身でご判断願います。

この資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来の業績この資料には、当社の現在の計画、見通し、戦略など、及び将来の業績
に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業に関する見通しが記載されております。こうした記述は、当社の将来の業
績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の績を保証するものではなく、経営環境をはじめ、さまざまな外部的要因の
影響等により変化しうることをご承知おきください。影響等により変化しうることをご承知おきください。

この資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容にこの資料の作成に際しましては、細心の注意を払っておりますが、内容に
つきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっつきましていかなる保証を行うものでなく、この資料を使用したことによっ
て生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではありて生じたあらゆる損害などについて、当社は一切責任を負うものではあり
ません。ません。

この資料についてのご注意この資料についてのご注意
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ユビキタスユビキタス社会の安全と発展のために社会の安全と発展のために

““ RealtimeRealtime@net@net ””

本資料に関するお問い合わせ本資料に関するお問い合わせ

株式会社セック　ＩＲ室株式会社セック　ＩＲ室

電話　０３－５４５８－７７２７電話　０３－５４５８－７７２７

ありがとうございましたありがとうございました
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添付資料添付資料

＜事業戦略＞＜事業戦略＞　　　　　　　　

　基本方針／QCD＆I

　ビジネスモデル　
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基本方針基本方針

をスローガンとするお客様中心ビジネスの推進

Cost
コスト

Quality
品質

Delivery
納期

Innovation
革新

ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉ

ＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆ＩＱＣＤ＆Ｉ
－－－ＱＣＤ（品質・コスト・納期）を窮め、I（イノベーション）で飛躍

ＱＣＤ対応力の更なる強化

　　基本となるお客様満足度の獲得

Ｉ（イノベーション）によりＩＴのメリットを提供

　　「New Element to New System」

　　　　－－「 New Element 」による「 New System 」で不可能を可能に

　　　　　　それが最高のお客様満足度に、ビジネスの高付加価値化に繋がる

　　

　　「 New Element 」を根っこに据えた主体的ビジネスから

　　　ひいては社員数に制約されない事業成長へ
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ビジネスモデルビジネスモデル

•エンベデッドソフトウェア
•コアテクノロジーサービス
•技術アプリケーション

リアルタイムソリューションビジネスでの活用

当面の目標
主体的ビジネスによる

高付加価値化

最終目標
社員数に制約されない

事業成長
アライアンスによるアライアンスによる

ビジネス拡大ビジネス拡大
　　　　

アライアンスによる品揃え充実アライアンスによる品揃え充実
　　他社や大学との共同研究
　　国などからの研究受託

リアルタイムソフトウェアビジネスでの活用

研究開発研究開発 コアテクノロジーコアテクノロジー

コアテクノロジー　現在の品揃え

- 携帯電話端末搭載ソフトウェア国際標準技術
- 位置情報サービス技術
- 地上デジタル放送技術
- ベクトル描画技術
- ロボットソフトウェア共通化技術
- ＸＭＬ

現在の品揃え
- ａｉｒＬｏｏｋ
- ａｉｒＣｕｂｅ
- ａｉｒSｍａｒｔＧ
- Ｋａｒｅａｒｅａ

シナジーシナジー

ロイヤリティ、ライセンス、ＡＳＰなど


